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株式会社ワイドの完全子会社化について 
 

 

 アイフル株式会社（以下「当社」といいます。社長：福田吉孝）は、この度、株式会社ワイド（以下

「ワイド」といいます。本社：栃木県宇都宮市、社長：柳 光五）の全株式を取得し、完全子会社化する 

ことにつき、基本合意いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．株式取得および完全子会社化の理由 

 

 当社は、「リテール分野における総合金融企業グループ」を目指す経営戦略の下、従来よりＭ＆Ａ等の手法

による業容拡大を図っており、この戦略のもと、今回ワイドをアイフルグループの一員として迎えることと

なりました。 

 ワイドは、消費者ローン残高９２５億円(平成 16 年 3 月期)、東日本中心に２９４店舗(有人、無人含む)、

３ヶ所の受付センターを有する、消費者金融業界準大手の企業です（営業貸付金残高では業界１７位※日本

金融新聞 2003 年 6 月 10 日号より）。今回の子会社化により、同社は今後、アイフルグループの一員として、

更なる経営効率化と収益向上を実現し、アイフルグループの業績向上が図られる見通しです。 

 

２．異動する子会社（ワイド）の概要（平成１６年３月末現在） 

 

(１) 商号 株式会社ワイド   

(２) 代表者 柳 光五   

(３) 所在地 栃木県宇都宮市下戸祭２丁目３番２５号   

(４) 設立年月 １９８４年５月   

(５) 主な事業内容 消費者金融業   

(６) 決算期 ３月   

(７) 従業員数 ３６８名   

(８) 主な事業所 本社/宇都宮市 支店/33 店舗 無人店/261 店舗 受付ｾﾝﾀｰ/3 ヶ所 

(９) 資本金 ２５億５，５００万円   

(10) 発行済株式数 ３２，１３５株   

(11) 大株主構成 斎藤 成   ５４．６％ 

   および 伊藤忠ファイナンス株式会社   ２５．０％ 

   所有割合 斎藤 幸子    ７．３％ 

 柳 光五    ３．７％ 

 



    (12) 最近事業年度における業績動向（単位：百万円） 

  Ｈ１５年３月期 Ｈ１６年３月期

 営業収益※ ２０，４１１ ２３，５２９

 営業利益 ２，２５０ １．９６８

 経常利益 ２，２０８ １，９６７

 当期純利益 ９２６ ３３６

 総資本※ ９５，８２６ １０６，６９３

 株主資本 １２，３３１ １２，４６１

 営業貸付金残高※ ８１，２５５ ９４，０３３

   ※ABS を含む 

 

３．株式取得の概要 

 

株式取得の相手先 取得株数 発行済み株式総数

    に対する割合 

 斎藤 成  １７，５４５株 ５４．６％

 伊藤忠ファイナンス（株）   ８，０３５株 ２５．０％

 斎藤 幸子   ２，３３３株 ７．３％

 柳 光五   １，２００株 ３．７％

 その他   ３，０２２株 ９．４％

合  計  ３２，１３５株 １００．０％

 

４．株式取得の前後の所有株式数および所有割合 

 

 （１）取得前の所有株式数      ０株  （所有割合      ０％） 

 （２）取得株式数     ３２，１３５株 

 （３）取得後の所有株式数 ３２，１３５株  （所有割合  １００．０％） 

 

５．今後の日程 

 

 平成１６年６月１６日（予定）  株式譲渡契約書締結 

 平成１６年６月３０日（予定）  株主名簿書換・株券引渡し 

 

６．今後の見通し 

 

 今回の完全子会社化により株式会社ワイドは 

  ①．アイフルの信用力を活かした低コストでの資金調達。 

  ②．アイフルの経営指導による業務の効率化。 

  ③．アイフルの営業ノウハウとワイドの営業ノウハウの融合による、営業貸付残高の拡大と収益力 

の向上。 

 が見込まれます。 

 これにより、アイフル株式会社の平成 17 年 3 月期の連結決算業績は、営業収益、経常利益とも増加する 

 見込です。 

 

 

                                            以 上 

 


